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 この手順書は、ＷｉｎｄｏｗｓXP、Vista、７（以下と記述します。）でケーブルテレビ

山形のＣＡＴＶインターネット使用環境をセットアップする手順を説明するものです。 

 

第一章  はじめに 

 パーソナルコンピュータ（以下パソコンと記述します。）をインターネットに接続すると

いうことは、他の多くのコンピュータと通信網を介して接続がなされるということを意味

します。大多数の人々は善意の使用者ですが、中には悪意をもって人のパソコンに侵入し

危害を与えるものもいます。ネットワークに接続することにより多くのメリットが得られ

ますが、同時に危害を加えられることもあることを認識し、ケーブルモデム（以下モデム

と記述します）以降のセキュリティにつきましては、ユーザー各自の責においてご対応下

さい。 

 また、雷対策について記した５７ページの「第五章 付記」には、雷によるパソコンや

モデムの故障を防ぐ方法がありますので、ご参照ください。 
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第二章   ネットワークの設定 

インターネットで通信を行う際、「IP アドレス」は、パソコンの電源が入り、Windows

が起動した際に、当局のＤＨＣＰサーバーからお客様のパソコンに割り当てられる形とな

ります。 

※セキュリティ対応に関する注意事項 

インターネットに接続するということは、世界中からお客様のパソコンに対してアクセ

スできることを意味します。そのため、セキュリティの対応が弱いと不正アクセスのター

ゲットとされる場合があります。 

具体的には、Windows のセキュリティホールを突いたウイルスやボットなどに感染する

ことにより、パソコン内部のプライベートな情報を見られたり、お客様の知らない間に、

お客様のパソコンを利用して外部に不正アクセスをする、などです。 このような不正アク

セスの防止のために、Windows のセキュリティアップデートをこまめに行うことや、お客

様ご自身でファイアウォールの準備をされるなど充分なセキュリティ対策を施した上で利

用することをお勧めいたします。また、Windows95/98/Me/2000 は、マイクロソフトのサ

ポートが終了しており、また Windows XP は２０１４年４月にてサポート終了の予定で、 

セキュリティ的に非常に脆弱なため使用はお勧めできません。 

お客様がご使用のパソコンのセキュリティ確保は、お客様の自己責任となります。万一、

何らかの被害が発生しても弊社では補償いたしかねます。 

なお、セキュリティ情報については、下記のサイトに詳細がございます。 

ぜひ、ご参照いただきますことをお勧めいたします。 

●総務省・経済産業省連携プロジェクト 

サイバークリーンセンター 

            URL: https://www.ccc.go.jp/ 

 

 

グローバルＩＰアドレス動的割当（ＤＨＣＰ）方式の設定方法 

→パソコン単体をケーブルモデムと直接接続されている場合は以下をご参照ください。 

・ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ                             →  ５ページ 

・ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ                          →  ９ページ 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ７                              → １３ページ 

【注意】無線 LAN ブロードバンドルーターをご利用の際は、接続方法が異なりますので 

ブロードバンドルーター付属の設定手順書に従って設定を行なってください。また関連情

報として、本設定手順書の５９ページの Q&A をご参照ください。 

→メール設定のみおこなう場合は以下のページにお進み下さい。 

・第四章 メールの設定                  → ２３ページ 
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ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ 

スタートメニューから、コントロールパネルを選択し、開いてください。 

 

コントロールパネルを開いたら、左上の欄で「クラシック表示に切り替える」をクリッ

クしてください。 

 

次に、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接続された状態で、「コントロールパネル」

内の「ネットワーク接続」をダブルクリックしてください。 

次に「ローカルエリア接続」のアイコンをダブルクリックします。「ローカルエリア接続

の状態」のウィンドウが表示されましたら、「プロパティ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ローカルエリア接続のプロパティ」が表示されましたら、「接続の方法」にインストー

ル済みのイーサネットアダプタが表示されます。 

下図のように「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」が一覧の中に入っていれば、
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左のチェックボックスにチェックが入っていることをご確認ください。入っていましたら、

これを選択し、「プロパティ」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「インターネッ

トプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプロパティ」のウィンドウが開きましたら、「ＩＰアドレ

スを自動的に取得する」、「ＤＮＳサーバーのアドレスを自動的に取得する」にチェックし

てください。 
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次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。下のほうにある「ＮｅｔＢＩＯ

Ｓ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックをいれて、「ＯＫ」ボタンを押してくださ

い。「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェックでも通信に支障はあり

ませんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、インターネットに接続されている他

のパソコンから共有されるおそれがあります。 

次に「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）のプロパティ」を「ＯＫ」ボタンで

閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「ＯＫ」ボタンで閉じ、「ローカルエリ

ア接続状態」も「閉じる」ボタンで閉じ、最後にパソコンを再起動し、新しい設定を有効

にしてください。 
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設定の確認 

 

「ローカルエリア接続の状態」の画面に戻りましたら、上部の「サポート」タブをクリッ

クし、さらに「詳細(D)」をクリックし、設定情報の確認をします。 

 

  

 「IP アドレス」が、「１１８．９１．ｘｘｘ．ｘｘｘ」と表示されていたら、グローバ

ルＩＰアドレスはＤＨＣＰサーバーから正常に取得されています。 

 一方、「IP アドレス」が、「１６９．２５４．ｘｘｘ．ｘｘｘ」や「０．０．０．０」の

場合は、「IP アドレス」が正常に取得されていません。その場合は、コンセントの抜き差し

によるモデムの電源再投入をお試しいただき、ケーブルモデムとパソコンがＬＡＮケーブ

ルで接続していることを確認の上、パソコン及びモデムの再起動を行ってください。なお

不明な点がありましたら、弊社までお問い合わせください。 

 また、「IP アドレス」が、「１９２．１６８．××．××」の場合、モデムとパソコンの

間にブロードバンドルーター（有線・無線）を接続しています。この場合、ブロードバン

ドルーターの取扱説明書をご確認の上、設定画面よりＷＡＮ側の設定を自動取得（又は、

ＤＨＣＰを参照）する設定に変更してください。 

 

 

エクストラパックをご利用の場合は、グローバルＩＰアドレスが必要なパソコンすべてに

この作業を行ってください。以上で、「グローバルＩＰアドレス動的割当（ＤＨＣＰ）方式」

の設定は完了です。 
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ＷｉｎｄｏｗｓＶｉｓｔａ 

スタートメニューから、コントロールパネルを選択し、開いてください。 

 

 

次に、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接続された状態で、「コントロールパネル」

内の「ネットワークとインターネット」内にある「ネットワークの状態とタスクの表示」

をクリックしてください。 
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 次に「ローカルエリア接続」の右側の「状態の表示」をクリックします。 

「ローカルエリア接続の状態」の「プロパティ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示される場合がありますが、「続行」して

ください。次に、次図の通り「インターネットプロトコルバージョン４（TCP/IPv4）を選

択し、右下の「プロパティ」をクリックします。 
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「インターネットプロトコルバージョン４（ＴＣＰ／ＩＰｖ４）のプロパティ」のウィ

ンドウが開きましたら、「ＩＰアドレスを自動的に取得する」、「ＤＮＳサーバーのアドレス

を自動的に取得する」にチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。さらに「ＮｅｔＢＩＯＳ設定」

の項目で、「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックを入れ、「ＯＫ」

ボタンを押してください。 

「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェックでも通信に支障はありま

せんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、ＣＡＴＶY インターネットに接続され

ている他のパソコンから共有されるおそれがあります。 
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次に「インターネットプロトコルバージョン４（ＴＣＰ／ＩＰｖ４）のプロパティ」を「Ｏ

Ｋ」で閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「ＯＫ」で閉じ、「ローカルエリ

アの状態」の画面に戻りましたら「接続」の部分の「詳細(E)」をクリックし、設定情報の

確認をします。 

「IPv4 アドレス」が、「１１８．９１．ｘｘｘ．ｘｘｘ」と表示されていたら、グロー

バルＩＰアドレスはＤＨＣＰサーバーから正常に取得されています。 

 一方、「IPv4 アドレス」が、「１６９．２５４．ｘｘｘ．ｘｘｘ」や「０．０．０．０」

の場合は、「IP アドレス」が正常に取得されていません。その場合は、コンセントの抜き差

しによるモデムの電源再投入をお試しいただき、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接

続していることを確認の上、パソコン及びモデムの再起動を行ってください。なお不明な

点がありましたら、弊社までお問い合わせください。 

また、「IPv4 アドレス」が、「１９２．１６８．××．××」の場合、モデムとパソコン

の間にブロードバンドルーター（有線・無線）を接続しています。この場合、ブロードバ

ンドルーターの取扱説明書をご確認の上、設定画面よりＷＡＮ側の設定を自動取得（又は、

ＤＨＣＰを参照）する設定に変更してください。 

エクストラパックをご利用の場合は、インターネットに接続するパソコンすべてにこの

作業を行ってください。設定の中で違いがでるのは、各パソコンのＩＰアドレスだけです。 

ここまでが正常に完了したら、接続設定は完了です。 
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Ｗｉｎｄｏｗｓ７ 

スタートメニューから、コントロールパネルを選択し、開いてください。 

 

 

次に、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接続された状態で、「コントロールパネル」

内の「ネットワークとインターネット」内にある「ネットワークの状態とタスクの表示」

をクリックしてください。 
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 次に「アクティブなネットワークの表示」の右側の「ローカルエリア接続」をクリック

します。 

 

「ローカルエリア接続の状態」の「プロパティ」ボタンを押してください。 

 

「続行するにはあなたの許可が必要です」と表示される場合がありますが、「続行」して

ください。次に、次図の通り「インターネットプロトコルバージョン４（TCP/IPv4）を選

択し、右下の「プロパティ」をクリックします。 
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「インターネットプロトコルバージョン４（ＴＣＰ／ＩＰｖ４）のプロパティ」のウィ

ンドウが開きましたら、「ＩＰアドレスを自動的に取得する」、「ＤＮＳサーバーのアドレス

を自動的に取得する」にチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に同じ画面の「詳細設定」ボタンをクリックし、「ＴＣＰ／ＩＰ詳細設定」のウィンド

ウが開きましたら、「ＷＩＮＳ」のタブをクリックします。さらに「ＮｅｔＢＩＯＳ設定」

の項目で、「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを無効にする」のチェックを入れ、「ＯＫ」

ボタンを押してください。 

「ＮｅｔＢＩＯＳ over ＴＣＰ／ＩＰを有効にする」のチェックでも通信に支障はありま

せんが、ファイル共有サービスなどの共有資源は、ＣＡＴＶY インターネットに接続され

ている他のパソコンから共有されるおそれがあります。 
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なお、上記のような画面が出る場合がございますが、その場合はキャンセルのボタンをク

リックしてください。弊社インターネットを利用する上では、特に必要ない項目になりま

す。なお、家庭内で複数のパソコンでネットワークを構築し、ファイルの共有をする場合

は、パソコンの取扱説明書をご参照いただき、設定する必要があります。 
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次に「インターネットプロトコルバージョン４（ＴＣＰ／ＩＰｖ４）のプロパティ」を「Ｏ

Ｋ」で閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」も「ＯＫ」で閉じ、「ローカルエリ

アの状態」の画面に戻りましたら「接続」の部分の「詳細(E)」をクリックし、設定情報の

確認をします。 

 

「IPv4 アドレス」が、「１１８．９１．ｘｘｘ．ｘｘｘ」と表示されていたら、グロー

バルＩＰアドレスはＤＨＣＰサーバーから正常に取得されています。 

 一方、「IPv4 アドレス」が、「１６９．２５４．ｘｘｘ．ｘｘｘ」や「０．０．０．０」

の場合は、「IP アドレス」が正常に取得されていません。その場合は、コンセントの抜き差

しによるモデムの電源再投入をお試しいただき、モデムとパソコンがＬＡＮケーブルで接

続していることを確認の上、パソコン及びモデムの再起動を行ってください。なお不明な

点がありましたら、弊社までお問い合わせください。 

また、「IPv4 アドレス」が、「１９２．１６８．××．××」の場合、モデムとパソコン

の間にブロードバンドルーター（有線・無線）を接続しています。この場合、ブロードバ

ンドルーターの取扱説明書をご確認の上、設定画面よりＷＡＮ側の設定を自動取得（又は、

ＤＨＣＰを参照）する設定に変更してください。 

エクストラパックをご利用の場合は、インターネットに接続するパソコンすべてにこの

作業を行ってください。設定の中で違いがでるのは、各パソコンのＩＰアドレスだけです。 

ここまでが正常に完了したら、接続設定は完了です。 
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第三章  ケーブルモデム（以下 モデム）の動作確認と接続方法 

 モデムはＣＡＴＶ網とパソコンの仲介をします。モデムは、電源の投入後、パソコンの

イーサネットアダプタやブロードバンドルーターがもつＭＡＣアドレスと呼ばれる内部番

号を記憶します。通常は初めて接続されたイーサネットアダプタのＭＡＣアドレスを 1つ、

エクストラパックでは、4 つのイーサネットアダプタのＭＡＣアドレスを記憶します。ケー

ブルモデムは電源が切られるまで記憶されたＭＡＣアドレスの機器としか接続できないた

め、モデムに接続されている機器（パソコン・ブロードバンドルーター等）が変わる際

は、一度モデムの電源を落とす必要があります。モデムには電源スイッチがありません

ので、コンセントを差し込むことにより電源を投入することになります。 

 

 また電源投入後、稼動状態になるまで多少時間がかかりますのでコンセントを抜かない

でください。電源投入後は、モデムのＬＥＤ（ランプ）の点灯・点滅が変動します。万が

一、時間が経ってもモデムが稼動状態にならない場合は電源を切り再度電源を投入してく

ださい。 

 

モデムとパソコンやブロードバンドルーターは、ＬＡＮケーブルで接続します。 

 

パソコンが 1 台のみの場合はモデムとパソコンを直接接続します。 

無線 LAN ブロードバンドルーターをお使いの場合は、モデムと無線 LAN ブロードバン

ドルーターの WAN 側ポートを接続してください。無線 LAN ブロードバンドルーターにつ

いては、本手順書５９ページの Q&A も合わせてご参照ください。 

 

モデムはインターネットを利用していないときも、モデム制御情報を当局側と交信して

おり、障害状況の確認や管理ソフトウェアの更新を行っております。お客様の都合で一時

的に電源を切ることはかまいませんが、原則的にはモデムの電源は常に投入しておくよう

にお願いいたします。モデムの電源を切った場合、モデムが再起動し、正常動作を始める

まで、多少時間がかかる場合がありますので、ご了承ください。また同軸ケーブルはモデ

ムから絶対に外さないでください。 
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・ＭＮＧ－５０１０／ＭＮＧ－６１００ タイプモデム（黒・プラスティック製） 

モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデム前面の「PWR」ランプおよび、「DS」、「US」、

「RDY」のランプが定常点灯していることで判断します。（モデムのランプが正常稼動しな

い場合はページ後半の（備考）を参照ください。） 

 

 

モデムとパソコンやブロードバンドルーターをＬＡＮケーブルで接続後、パソコンやブ

ロードバンドルーターの電源が投入された状態で、「PC」ランプを確認してください。 

「PC」ランプが定常点灯・点滅している状態が正常です。 

「PC」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンやブロードバンドルーター

を認識できていません。ＬＡＮケーブルがきちんと装着されているか、パソコンやブロー

ドバンドルータが正常に動作しているかご確認ください。 

  

（備考） 

ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。その際、通信レスポン

スが極端に低下したり、「DS」、「US」、「RDY」が消灯、あるいは点滅するなどの症状が現

れます。そのような場合、パソコンの電源は入ったままで結構ですので、以下の試行をし

て下さい。 

モデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 

上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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・ＣＭＡ－１００／２００タイプモデム（グレー／シルバー色・プラスティック製） 

モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデム前面の「POWER」ランプおよび、「SYNC」

ランプが定常点灯していることで判断します。（モデムのランプが正常稼動しない場合はペ

ージ後半の（備考）を参照ください。） 

 

 

 

 

モデムとパソコンやブロードバンドルーターをＬＡＮケーブルで接続後、パソコンやブ

ロードバンドルーターの電源が投入された状態で、「LINK」ランプ、「DATA」ランプを確

認してください。「LINK」ランプが定常点灯、「DATA」ランプが点滅している状態が正常

です。 

「LINK」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンやブロードバンドルータ

ーを認識できていません。ＬＡＮケーブルがきちんと装着されているか、パソコンやブロ

ードバンドルータが正常に動作しているかご確認ください。 

 

 

（備考） 

ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。その際、通信レスポン

スが極端に低下したり、「SYNK」が消灯、あるいは点滅するなどの症状が現れます。その

ような場合、パソコンの電源は入ったままで結構ですので、以下の試行をして下さい。 

電源コンセントの抜き差しによりモデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 

上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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・BRG－３５２０２J タイプモデム（ダークグレー色・プラスティック製） 

モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデムの「Power」ランプ、「Cable」ランプ、「Status」

ランプが「緑」に定常点灯していることで判断します。 

次にモデムとパソコンやブロードバンドルーターをＬＡＮケーブルで接続後、パソコン

やブロードバンドルーターの電源が投入された状態で、「Ethernet」ランプを確認してくだ

さい。「Ethernet」ランプが「点滅」している状態が正常です。詳細は下図をご参照くださ

い。 

（モデムのランプが正常稼動しない場合はページ後半の（備考）を参照ください。） 

 

「Ethernet」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンやブロードバンドル

ーターを認識できていません。ＬＡＮケーブルがきちんと装着されているか、パソコンや

ブロードバンドルータが正常に動作しているかご確認ください。  

 

（備考） 

ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。その際、通信レスポン

スが極端に低下したり、「Cable」ランプは消灯、点滅、「緑」ではなく「橙」に点灯。「Status」

ランプが消灯、点滅。「Ethernet」ランプが「点滅」ではなく「点灯」状態になるといった

症状が現れます。そのような場合、パソコンの電源は入ったままで結構ですので、以下の

試行をして下さい。 

電源コンセントの抜き差しによりモデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 

上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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・ＣＢＣ２００Ｊ・２００Ｊ２・２００Ｊ３(ダークグレー色・プラスティック製) 

モデムが稼動状態かどうかの判断は、モデム前面の「POWER」ランプおよび、「CABLE」

ランプが定常点灯していることで判断します。 

（モデムのランプが正常稼動しない場合はページ後半の（備考）を参照ください。） 

 

 

モデムとパソコンやブロードバンドルーターをＬＡＮケーブルで接続後、パソコンやブ

ロードバンドルーターの電源が投入された状態で、「LAN」ランプ、「TX/RX」ランプを確

認してください。「LAN」ランプが定常点灯、「TX/RX」ランプは、データ送受信時に点滅

するのが正常です。（常時点滅する場合もあります。） 

「LAN」ランプが消えているようでしたら、モデムはパソコンやブロードバンドルータ

ーを認識できていません。ＬＡＮケーブルがきちんと装着されているか、パソコンやブロ

ードバンドルータが正常に動作しているかご確認ください。 

  

（備考） 

ごくまれに、モデムが、正常に動作しなくなる場合があります。その際、通信レスポン

スが極端に低下したり、「CABLE」が消灯、あるいは点滅するなどの症状が現れます。そ

のような場合、パソコンの電源は入ったままで結構ですので、以下の試行をして下さい。 

電源コンセントの抜き差しによりモデムの電源を切り再度電源を投入して、5 分ほど待つ。 

上記の試行で、モデムが復旧しない場合は弊社にご一報ください。 
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第四章  メールの設定 

メールの設定は、メールのユーザーカウントやパスワードなど、お客様の固有の情報が

必要になります。別途資料の「パラメータシート」をご参照ください。 

※新規加入のお客様に関しましては、工事が完了してから、パラメータシートがお客様のもとに郵送されるまで若干の

お時間をいただいております。ご了承ください。 

※万が一パラメータシートを紛失した場合、再発行いたしますのでお手数ですが、ご連絡ください。 

 

 

 

＜メール設定情報＞ 

・ユーザーアカウント      ：パラメータシートに記載 

・パスワード         ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 

・受信メールサーバー（POP3） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

・送信メールサーバー（SMTP） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

・メールアドレス             ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 

※パスワードは他人に知られることのないように十分注意してください。 

 

 

この章では、お使いのメールソフト別に設定方法を説明しております。 

 

・Outlook Express をお使いの方は → ２４ページ 

 

・Windows メール（Windows Vista）をお使いの方は → ３０ページ 

 

・Outlook 2007 をお使いの方は → ３７ページ 

 

・Windows Live メールをお使いの方は →４０ページ 

 

・Windows Live メール 2011 をお使いの方は →４６ページ 

 

・Outlook 2010 をお使いの方は →５３ページ 

 

をご参照ください。  

 それ以外のメールソフトをお使いの方につきましては、メールソフトのマニュアルをご

参照ください。 
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Outlook Express（アウトルックエクスプレス） 

 

アウトルックエクスプレスを立ち上げ、メニューの「ツール」から、「アカウント」を選

択してください。 

 

 

下図のウィンドウがあらわれますので、メールのタブを選択し、追加→メールを選んで

ください。インターネット接続ウィザードが立ち上がります。 
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送信者表示名を設定します。図では例として「山形 太郎」となっていますが、アルファ

ベット表記でもかまいません。またこの項目は必ずしも氏名である必要はございませんの

で好きなものを任意に入力し、終わりましたら、「次へ」をクリックします。 

 

次に、「電子メールアドレスを「パラメータシート」を参照し、半角で入力してください。

お客様のアドレスは「○○@ma.catvy.ne.jp」（○○部分はユーザーアカウント）となります。

終わりましたら「次へ」をクリックします。 
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下図では「受信メールのサーバーの種類」が「POP３」になっていることを確認し、「受信

メールサーバー」に「pop.ma.catvy.ne.jp」、「送信メールサーバー」に「smtp.ma.catvy.ne.jp」

と半角で入力してください。終わりましたら「次へ」をクリックしてください。 

 

下図では、ユーザーアカウント（図例では○○となっています）とパスワードを入力しま

す。これらは「パラメータシート」に記載されていますので、確認して半角で正確に入力

してください。パスワードはアルファベットの大文字と小文字を区別して入力してくださ

い。（「Shift」キーを押しながら入力しますと通常小文字の場合、大文字入力となります。）

パスワードは欄上では＊でマスクされます。入力しましたら「パスワードを保存する」の

チェックを入れ、「次へ」をクリックしてください。 

※最下段の「セキュリティで保護されたパスワード認証を使用する」はチェックを入れないでください。 
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下図の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。 

 

 

インターネット接続ウィザードが終了しますと、「インターネットアカウント」の画面に戻

ります。下図のようになっていれば登録は完了しています。「閉じる」をクリックしてくだ

さい。 

以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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＜設定内容の確認＞ 

※メール送受信の際エラーが発生しる場合や、設定項目を訂正したい場合はご参照ください。 

Outlook Express の「ツール」メニューから「アカウント」を選択してください。 

下図の「インターネット アカウント」ウィンドウが出ますので、項目を選択し、「プロパ

ティ」をクリックしてください。 

 

プロパティが出ましたら下図のように「全般」のタブをクリックし、「ユーザー情報」の「名

前」、「電子メールアドレス」が正しく入力されているか確認します。「名前」は任意のもの

に変更可能です。 

メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 
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次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 

 

「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」、「パスワード」を確認してください。 

「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 

「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目のチェックはしない

でください。 

 

受信メール（POP3 ）      ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メール（SMTP ）      ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

アカウント名          ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 
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Windows メール 

スタートボタンより電子メール（Windows メール）を立ち上げてください。 

 

メニューバーより「ツール」を選び、「アカウント」を選択します。 
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 「インターネットアカウント」の画面右側の「追加」を選択し、下図の画面で「電子メ

ールアカウント」が選ばれている状態にし、「次へ」をクリックします。 

 

送信者の表示名を自由に設定します。ここでは「山形 太郎」となっていますが、アルフ

ァベット表記でもかまいません。またこの項目は必ずしも氏名である必要はございません

ので好きなものを任意に入力し、終わりましたら、「次へ」をクリックします。 
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次に、電子メールアドレスを「パラメータシート」を参照し、半角で入力してください。

お客様のアドレスは「○○○○@ma.catvy.ne.jp」（○○部分はユーザーアカウント）となり

ます。終わりましたら「次へ」をクリックします。 

 

次に、「受信メールのサーバーの種類」が「POP３」になっていることを確認し、「受信メ

ールサーバー」の欄に「 pop.ma.catvy.ne.jp」、「送信メールサーバー」の欄に

「smtp.ma.catvy.ne.jp」と半角で入力してください。終わりましたら「次へ」をクリック

してください。 
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次に、ユーザーアカウント（図例では○○○○となっています）とパスワードを入力しま

す。これらは「パラメータシート」に記載されていますので、確認して半角で正確に入力

してください。パスワードはアルファベットの大文字と小文字を区別して入力してくださ

い。（「Shift」キーを押しながら入力しますと通常小文字の場合、大文字入力となります。）

パスワードは欄上では●でマスクされます。入力しましたら「パスワードを保存する」の

チェックを入れ、「次へ」をクリックしてください。 

 

 

「設定完了」の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。なお、「完

了」をクリックした時点でメールの送受信を行いますので、すぐにメールの受信を行いた

くない場合は「今は電子メールをダウンロードしない」にチェックを入れてから「完了」

をクリックしてください。 
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全ての設定が終了しますと、「インターネットアカウント」の画面に戻ります。「メール」

の部分に、「pop.ma.catvy.ne.jp」とうい表記になっていれば登録は完了しています。右下

の「閉じる」をクリックしてください。 

以上でメールの登録作業はすべて終了です。 

 

＜設定内容の確認＞ 

Windows メールのメニューバーの「ツール」から「アカウント」を選択してください。 

「インターネットアカウント」ウィンドウが出ますので、「pop.ma.catvy.ne.jp」が選択さ

れている状態で右側の項目の「プロパティ」をクリックしてください。 

 

プロパティが出ましたら下図のように「全般」のタブをクリックし、「ユーザー情報」の「名

前」、「電子メールアドレス」が正しく入力されているか確認します。「名前」は任意のもの

に変更可能です。 

メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 
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次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 

 

「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」、「パスワード」を確認してください。 

「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 

「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目にチェックはしない

でください。 

 

受信メール（POP3 ）       ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メール（SMTP ）      ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

ユーザー名           ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード                     ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 
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なお、次のようなエラーが出る場合は、アカウント名・パスワードを間違って設定して

ある可能性があります。再度、パラメータシートを参照の上、設定してください。 
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Outlook 2007 

Outlook 2007 を起動し、メニューバーより「ツール」から「アカウント設定」を選択し

ます。 

 

 「電子メールアカウント」の画面の「新規」を選択します。 
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次に、「サーバー設定または追加のサーバーの種類を手動で構成する。」のチェックを入れ、

「次へ」をクリックします。 

 

 

次に、「インターネット電子メール」にチェックを入れ、「次へ」をクリックします。 
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次に、「名前」・「電子メールアドレス」・「受信メールサーバー」（pop.ma.catvy.ne.jp）・「送

信メールサーバー」（smtp.ma.catvy.ne.jp）・「アカウント名」・「パスワード」の各項目を、

パラメータシートを参照し入力してください。なお、「アカウントの種類」は「POP３」に

なっていることを確認してください。 

 

 

全ての入力が終わりましたら、「アカウント設定のテスト」をクリックし、異常がないかを

チェックしてください。なお、異常個所があった場合は、再度設定の確認をお願いします。 

以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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Windows Live メール 

スタートボタンからすべてのプログラム内にある Windows live のフォルダ内の

Windows live メールを立ち上げてください。 

 

 

メニューバーより「ツール」を選び、「アカウント」を選択します。 

※ メニューバーの表示がない場合は、右上のメニューボタンをクリックして「メニュー

バーの表示」を選択してください。 

 

 

 

「アカウント」の画面右側の「追加」を選択し、下図の画面で「電子メールアカウント」

が選ばれている状態にし、「次へ」をクリックします。 
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次に、電子メールアドレス・パスワード・表示名を入力します。ここでは「山形 太郎」

となっていますが、アルファベット表記でもかまいません。また、この項目は必ずしも氏

名である必要はございませんので好きなものを任意で入力します。 

その後、「電子メールアカウントのサーバー設定を手動で構成する」チェックを入れ「次

へ」をクリックします。 
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 次に、受信メールサーバーの種類が「ＰＯＰ３」になっていることを確認し、受信メー

ルサーバー・送信メールサーバーを設定します。 

 

受信メール（POP3 ）     ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メール（SMTP ）     ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

ログイン ID          ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 

 

 

  

入力が終わりましたら「次へ」をクリックしてください。 
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「完了」の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。 

なお、複数のアカウントを設定する際に「このアカウントを既定のメールアカウントに設

定する」にチェックを入れると、そちらが規定のアカウントになります。 

 

 全ての設定が終了しますと、「インターネットアカウント」の画面に戻ります。「メール」

の部分に、「Ma.catvy.ne.jp」とうい表記になっていれば登録は完了しています。右下の「閉

じる」をクリックしてください。 

以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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＜設定内容の確認＞ 

※メール送受信の際エラーが発生した場合や、設定項目を訂正したい場合にご参照ください。 

Windows Live メールのメニューバーの「ツール」から「アカウント」を選択してください。 

「アカウント」ウィンドウが出ますので、「○○○○＠ma.catvy.ne.jp」が選択されている

状態で右側の項目の「プロパティ」をクリックしてください。 

 

プロパティが出ましたら下図のように「全般」のタブをクリックし、「ユーザー情報」の「名

前」、「電子メールアドレス」が正しく入力されているか確認します。「名前」は任意のもの

に変更可能です。 

メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 

 

 

次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 

 

「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」を確認してください。 

「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 

「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目のチェックはしない

でください。 
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受信メールサーバー（POP3 ） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メールサーバー（SMTP ） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

ユーザー名           ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します。） 

 

 

なお、次のようなエラーが出る場合は、アカウント名・パスワードを間違って設定して

ある可能性があります。再度、パラメータシートを参照の上、設定してください。 
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Windows Live Mail 2011 

スタートボタンからすべてのプログラム内にある Windows live のフォルダ内の

Windows live メールを立ち上げてください。 

 

 

 

 

 

 

メニューバーより「アカウント」タグを選び、「電子メール」を選択します。 
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次に、電子メールアドレス・パスワード・表示名を入力します。ここでは「山形 太郎」

となっていますが、アルファベット表記でもかまいません。また、この項目は必ずしも氏

名である必要はございませんので好きなものを任意で入力します。 

その後、「電子メールアカウントのサーバー設定を手動で構成する」チェックを入れ「次

へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 48 

 次に、受信メールサーバーの種類が「ＰＯＰ３」になっていることを確認し、受信メー

ルサーバー・送信メールサーバーを設定します。 

 

受信メール（POP3 ）     ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メール（SMTP ）     ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

ログイン ID          ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （アルファベットの大／小文字は区別します） 

 

入力が終わりましたら「次へ」をクリックしてください。 
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「完了」の画面がでましたら、「完了」をクリックして終了してください。 

なお、複数のアカウントを設定する際に「このアカウントを既定のメールアカウントに設

定する」にチェックを入れると、そちらが規定のアカウントになります。 

 

 全ての設定が終了しますと、始めの画面に戻ります。左のフォルダ部分に、

「Ma.catvy.ne.jp」と表記されていれば登録は完了しています。 

 

以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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＜設定内容の確認＞ 

※メール送受信の際エラーが発生した場合や、設定項目を訂正したい場合にご参照ください。 

Windows Live メールのメニューバーの「アカウント」タグを選択後「プロパティ」をクリ

ックしてください。 

 

 

下図のように「全般」タグ内「ユーザー情報」の「名前」、「電子メールアドレス」が正し

く入力されているか確認します。「名前」は任意のものに変更可能です。 

メールアドレス ：パラメータシートに記載（“ユーザーアカウント“@ma.catvy.ne.jp という書式） 
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次に「サーバー」のタブをクリックし、「サーバー情報」項目の「受信メールサーバーの種

類」、「受信メール（POP3）」「送信メール（SMTP）」のアドレスを確認してください。 

 

「受信メールサーバー」項目の「アカウント名」を確認してください。 

「セキュリティで保護されたパスワード認証でログオンする」の項目のチェックはしない

でください。 

「送信メールサーバー」項目の「このサーバーは認証が必要」の項目のチェックはしない

でください。 

 

受信メールサーバー（POP3 ） ： pop.ma.catvy.ne.jp 

送信メールサーバー（SMTP ） ： smtp.ma.catvy.ne.jp 

ユーザー名           ：パラメータシートに記載（ユーザーアカウント） 

パスワード          ：パラメータシートに記載 （英文字の大／小文字は区別します） 
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なお、次のようなエラーが出る場合は、アカウント名・パスワードを間違って設定して

ある可能性があります。再度、パラメータシートを参照の上、設定してください。 
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Outlook 2010 

スタートボタンからすべてのプログラム内にある Microsoft Outlook2010 を立ち上げて

ください。 

 

 

 

初めて Outlook2011 を起動した場合、下記場面が表示されます。「次へ」をクリックしてく

ださい。 
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次に「自分で電子メールやその他のサービスを使うための設定をする」にチェックを入れ

て「次へ」をクリックしてください。 

 

 

「インターネット電子メール」にチェックを入れ「次へ」をクリックしてください。 

 

次に、「名前」・「電子メールアドレス」・「受信メールサーバー」（pop.ma.catvy.ne.jp）・「送

信メールサーバー」（smtp.ma.catvy.ne.jp）・「アカウント名」・「パスワード」の各項目を、
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パラメータシートを参照し入力してください。ここでは「山形 太郎」となっていますが、

アルファベット表記でもかまいません。必ずしも氏名である必要はございませんので好き

なものを任意で入力します。「アカウントの種類」は「POP３」になっていることを確認し

てください。「パスワードを保存する」にチェックを入れてください。 

 

 

全ての入力が終わりましたら、「アカウント設定のテスト」をクリックして異常がないかを

チェックしてください。確認後、「閉じる」をクリックしてください。 

なお、異常個所があった場合は、再度設定の確認をお願いします。 

 

「次へ」をクリックしてください。 
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「完了」をクリックしてください。 

 

以上でメールの登録作業はすべて終了です。 
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第五章 付記 

「落雷」によるパソコンのイーサネットアダプタ及び、モデムの故障防止法  

 

 近くに 落雷が生じますと、モデムやパソコンのイーサネットアダプタ（ＬＡＮボード）

が、電源部分から入った落雷時のサージ電流により、故障してしまうケースがあります。 

 お客様宅のＣＡＴＶ設備には、落雷による被害を防ぐために保安器が設置されています。

落雷による電流は保安器で止められるため、ＣＡＴＶの同軸ケーブルからの進入による雷

被害はほとんどありません。落雷による被害は、そのほとんどが電源側からの雷サージに

よるもので、雷サージが、パソコンの電源から入り、パソコンとモデムを唯一結んでいる

イーサネットストレートケーブルを経由してモデムからＣＡＴＶの同軸端子経由で保安器

のアースに抜けることによります。 

この際に、モデムとパソコンのイーサネットアダプタの双方に異常電圧がかかり、どち

らか弱い方か、あるいは双方が故障してしまいます。 

 

1.雷時の対策方法 

雷が鳴っているときや、落雷による被害が予想される場合は、次のような対策をお願い

致します。 

 

■パソコンの電源をコンセントから外す 

 必ずパソコンを正常に終了させ、パソコン本体の電源を切った状態にしてから行ってく

ださい。 

 

■イーサネットストレートケーブルをモデムから外す 

 モデムとパソコンとをつないでいるケーブルで、透明のモジュラコネクタがついている

ケーブルです。 

 

落雷によるイーサネットアダプタ、ルーター、パソコン等の機器の故障につい

て、ケーブルテレビ山形では一切補償いたしません。予めご了承ください。 

 

 

2.雷故障が発生した場合は？ 

  故障は、ほとんどの場合、サージ電流に弱いモデムの LAN 端子や、パソコンのイーサ

ネットアダプタ、ブロードバンドルータの WAN 側 LAN 端子に現れます。 落雷の影響が

あった場合、モデムの電源が入らなくなる、または電源は入りますが、図のように、パソ

コンやブロードバンドルーターの電源が入った状態でも ETHERNET のリンクランプがつ

かなくなります。  
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万一、雷害により、モデムが故障してしまった場合、弊社までご一報ください。 
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Q＆A 

Q1.無線 LAN（WiFi）は使用できますか？また、複数台のパソコンや、インターネット接続

に対応したテレビ・ゲーム機・スマートフォンなどを同時に接続することは可能ですか？ 

A1.ケーブルモデムと無線 LAN ブロードバンドルーター（市販品）を接続し、以下の手順

で接続可能です。 

1.無線 LAN ブロードバンドルーターの WAN ポートとケーブルモデムを LAN ケーブル

で接続します。 

2.無線 LAN ブロードバンドルーターにケーブルモデムしか接続していない状態で、ケー

ブルモデムの電源を再投入します。 

3.パソコンやその他接続機器は、無線 LAN ブロードバンドルーターにおける設定手順に

従い、ブロードバンドルーターとの接続設定を行います。 

※通常、有線 LAN 接続であればブロードバンドルーターの LAN ポートに接続し、無

線 LAN（Wifi）の場合は、ブロードバンドルーター付属の CD から適切な無線セキ

ュリティ設定を行なうか、ブロードバンドルーターに独自に設定された暗号化キー

などを接続したい機器に設定します。 

4.無線 LAN ブロードバンドルーターの設定画面にログインして WAN ポートのアドレス

取得方式を DHCP 参照とします。（バッファローなど多くのメーカーが初期でこの状

態となっていますので、この手順なしでアクセスできる場合もございます。） 

 

 うまく接続ができない場合は、パソコンなどを無線 LAN ブロードバンドルーターから

外し、ケーブルモデムと無線 LAN ブロードバンドルーターのみ接続された状態で、ケ

ーブルモデムの電源再投入をお試しください。 

なお詳細については、ブロードバンドルーターのメーカーにお問合せください。 

 

Q2.職場や学校、ホテル等の外出先（外部ネットワーク）から、ケーブルテレビ山形のメー

ルサーバーは利用できますか？ 

 

A2.メール受信・送信ともに外部のネットワークから利用することが可能です。送信の際は、

サブミッションポートによるＳＭＴＰ認証をしております。下記をご参照ください。 

1.メール送信サーバーアドレスを[smtp.ma.catvy.ne.jp]に変更します。 

2.メール送信のポートを[25]から[587]に変更します。 

3.メール送信サーバーの認証設定を ON にして、お客様のアカウント・パスワードを設定

します。 

設定方法の詳細については、下記弊社ホームページ内をご参照ください。 

http://www.catvy.ne.jp/port587/ 

http://www.catvy.ne.jp/port587/

